
　　　本日のプログラム

　◆ロータリーソング『我等の生業』

　◆卓話　国際ロータリー第2610地区

　　ガバナー　神野正博様（七尾ＲＣ）

　　テーマ『ロータリーと地域、そして私たちの仕事』

第2795回例会（11月２日）報告

　　　　　　　　　　　　司会　山上剛史ＳＡＡ委員長

◆開会点鐘　　　　　　　　　　　　　　田谷昭宏会長

◆国歌斉唱『君が代』

◆ロータリーソング『奉仕の理想』

◆ゲスト・ビジター紹介　　　　　　　　田谷昭宏会長

・第2610地区石川第４グループ

　ガバナー補佐　　　安用寺伯文様（珠洲ＲＣ）

・珠洲ＲＣ事務局員　稲實育恵さん

◆会長の時間　　　　　　　　　　　　　田谷昭宏会長

　先週の例会は曹洞宗總持寺祖院に於て大屋小学校３年
生の生徒を対象に座禅体験を実施しました。
　今日は曹洞宗についてお話をします。鎌倉時代に道元
禅師が正伝の仏法を中国から日本に伝え、瑩山禅師が全
国に広め礎を築きました。この瑩山禅師こそが總持寺を
開山した人物です。
　1244年、道元禅師が45歳の時に越前に大仏寺（後の永
平寺）を建立し、没後、永平寺三世徹通禅師の時代に加
賀大乗寺に拠点を置き、道元の教えは弟子の瑩山禅師に
受け継がれました。瑩山禅師は門前にあった真言宗の諸
嶽観音堂を譲り受け諸嶽山總持寺と改め、曹洞宗の大本
山とし、曹洞宗の大衆化に務め、多くの逸材を育成して
全国各地で驚異的発展を遂げました。そのため、道元が
開いた曹洞宗の聖地である永平寺と、曹洞宗発展に多大
の貢献をした中興の祖である瑩山禅師が開いた總持寺が
ともに朝廷から大本山の認定を受けた。
　曹洞宗では道元禅師を「高祖」、瑩山禅師を「太祖」
と仰ぎ、二人の祖師を「両祖」と呼んでいる。
　残念ながら明治31年の大火で總持寺は焼失し、本山は
神奈川県鶴見に移しましたが、再建された總持寺は祖院
となりました、曹洞宗は全国に約15,000寺院と、800万人
の檀信徒を有しています。
◆幹事報告　　　　　　　　　　　　　　池端速雄幹事

・本日の理事会で以下の決算報告書を承認しました。
　①2021海岸美化プロジェクト・曽々木海岸プラスチッ
　　クゴミ清掃奉仕事業。
　②重陽観菊宿泊例会。
　③青少年健全プログラム（大本山總持寺祖院例会・米
　　山奨学生との交流会）
・クラブ細則第３条・第２節に従い、次々年度会長並び
に次年度空席の理事・役員の募集を致します。次週の例
会までに立候補をお願い致します。
・今からガバナーズマンスリー、その他クラブ事業を掲
載した雑誌・新聞のコピーを回覧致します。

◆委員会報告

◎社会奉仕委員会　　　　　　　　　石橋賢良副委員長

　10月28日㈭に実施した秋の全市一斉清掃奉仕活動に参
加した会員名の確認を行います。（敬称略）
　池端、石橋、井筒、大西、大向、片山、曽又、田谷、
徳野、刀祢、古川、森山、山上、渡辺の各会員です。
◆出席報告　　山　昌平出席・ニコニコＢＯＸ副委員長

　11月２日の暫定出席率：66.67％

　　（出席18名、欠席９名）
　10月26日の確定出席率：100％

　　（出席27名、欠席０名、メーク加算０名）

◆ニコニコＢＯＸ報告　　　　　　　山　昌平副委員長

・本日は、どうぞよろしくお願いします。
　　　　　石川第４グループ　安用寺伯文ガバナー補佐
・ガバナー補佐・安用寺さん、珠洲ＲＣ事務局員・稲實
さん、ようこそ輪島ＲＣへ。　　　　　　田谷昭宏会長
・總持寺祖院例会・青少年健全プログラムが無事終わり
ました。ご苦労様でした。　　　　　　　田谷昭宏会長
・ゴミ０清掃に参加、ご苦労様でした。社会奉仕委員会
の皆様お世話様でした。　　　　　　　　田谷昭宏会長
・安用寺伯文さん、輪島ロータリークラブへようこそ。
卓話宜しくお願いします。　　　　　　　池端速雄幹事
・安用寺さん、輪島ＲＣへようこそ。卓話を楽しみにし
ています。　　　　　　　　　　　　　　山上剛史会員
・珠洲ＲＣの安用寺さん、輪島ＲＣへようこそ。卓話を
よろしく。　　　　　　　　　　　　　　古川　豊会員
・安用寺さん、本日は卓話よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東野秀人会員
・秋のゴミ０清掃に参加頂きありがとうございました。
　　　　　　　　　　　社会奉仕委員長　今井善弘会員
・大本山總持寺祖院例会・米山奨学生交流会に出席あり
がとうございました。　　　　　　　　　森山秀夫会員
◆卓話　第2610地区石川第４グループ

　ガバナー補佐　安用寺伯文様（珠洲ＲＣ）

　石川第４グループのガバナー補佐を務めます安用寺伯
文です。本年度の地区運営方針は田谷会長を通して各メ
ンバーに伝わっていると思います。
　田谷会長の本年度の所信を拝読させて頂きました。き
ちんと地区の方針や狙いが包括されており、田谷会長の
「公共イメージの向上に伴って会員が増強される」とい
う考え方は、神野ガバナーの「ロータリー奉仕デーの旗
の下で」の奉仕活動と共に前進させて行く事で、地域で
輪島ロータリークラブの知名度が上がり、社会貢献の有
用性が認められ、最終的にはクラブの会員増強・拡大に
継げる事が、神野ガバナーの趣旨であり、将来に続くロ
ータリークラブの課題として理解して頂きたい。
◆閉会点鐘　　　　　　　　　　　　　　田谷昭宏会長
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